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■
一
般
質
問

　
質
問
内
容

「
任
期
満
了
に
伴
う
村
長
の
進
退
に
つ
い
て
」

	

質
問
者
　
守
屋
富
重
議
員

■
条
例
改
正
の
件

　
丹
波
山
村
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
条
例
制
定
の
件

　
丹
波
山
村
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は

2
，
4
5
7
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

予
算
は
14
億
1
，
2
3
5
万
7
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

☆
主
な
歳
入
の
内
容
は
、

　
県
補
助
金	

5
1
6
万
円

　
繰
越
金	

1
，
9
3
1
万
7
千
円

　
で
す
。

☆
主
な
歳
出
の
内
容
は
、

　�

中
山
間
地
域
所
得
向
上

計
画
策
定
費
（
国
補
）

	

5
0
0
万
円

　
街
灯
設
置
費

　（
保
之
瀬
地
区
）

	

1
0
0
万
円

　
路
線
バ
ス
維
持
事
業
費

	

40
万
円

　
七
つ
石
小
屋
修
繕
費

	

49
万
2
千
円

　�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
企

業
支
援
補
助
金

	

1
0
0
万
円

　�

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
費
（
返
戻
品
の
充

実
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
利
用
料
な
ど
）

	

60
万
円

　�

I
T
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
費
（
首
都
圏

に
向
け
た
観
光
情
報
発
信
の
た
め
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
事
業
者
を
支
援

す
る
）	

24
万
円

　
権
現
平
ト
イ
レ
整
備
費

	
5
4
1
万
4
千
円

　
観
光
案
内
板
設
置
費	

2
5
0
万
8
千
円

　
職
員
給
与
費
（
特
別
会
計
を
含
む
）

　（
県
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
実
施
）

	

2
9
2
万
7
千
円

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
小
峰
山
配
水
池
配
管
修
理	

1
5
0
万
円

■
水
源
の
里
保
健
休
養
施
設
事
業

　
特
別
会
計

　
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
事
業
費

　（
階
段
等
の
修
繕
）	

1
5
0
万
円

村 議 会

　村議会の12月定例会は12月14
日に開会し、同日閉会しました。
　１議員からの一般質問の後、
審議された内容は条例改正１
件、条例制定１件、補正予算３
件の議案が提出され、すべて原
案のとおり可決されました。

12月定例会

　
平
成
28
年
12
月
13
日
（
火
）、

丹
波
山
村
村
議
会
議
場
に
お
い

て
、
丹
波
中
学
生
が
議
員
さ
ん
に

扮
し
、
丹
波
山
村
職
員
に
意
見
や

質
問
を
お
こ
な
う
「
子
ど
も
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
最
初
緊
張
し
て
い
る

様
子
で
し
た
が
、
議
会
が
開
始
す
る

と
一
生
懸
命
自
分
た
ち
の
思
い
を
届

け
る
た
め
、
大
き
な
声
で
質
問
や
意

見
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
員
の
皆
様
の
提
案
を
活

か
し
て
、
よ
り
良
い
丹
波
山
村
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

開
催

子
ど
も
議
会

▶ 

丹
波
山
村
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。

▲ 議会が終わりホッとしている様子でした
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◆
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
部
　
長
　
楳
澤
　
直
樹

◆
山
梨
県
消
防
協
会
甲
種
功
労
表
彰

　
副
団
長
　
守
屋
　
保
志

◆
山
梨
県
消
防
協
会
乙
種
功
労
表
彰

　
班
　
長
　
酒
井
　
隆
幸

◆
山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

　
班
　
長
　
舩
木
　
健
一

◆
上
野
原
警
察
署
防
犯
功
労
者
表
彰

　
団
　
員
　
瀧
本
　
清
明

◆
30
年
勤
続
表
彰

　
団
　
員
　
白
木
　
敏
彦

　
団
　
員
　
木
下
　
浩
一

◆
15
年
勤
続
表
彰

　
班
　
長
　
岡
部
　
　
晃

　
班
　
長
　
岡
部
　
直
也

　　　　丹波山村
消防団出初式
平成29年平

成
29
年
　
丹
波
山
村
消
防
団
出
初
式
表
彰
者
名
　
　
　（
敬
称
略
）

　
平
成
29
年
1
月
15
日
（
日
）、
丹

波
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
平
成

29
年
丹
波
山
村
消
防
団
出
初
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
消
火
班
、
通

信
班
と
も
に
日
頃
か
ら
の
訓
練
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
年
も
消
防
団
に
た
く
さ
ん
の

ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ 今年も見事な一斉放水でした！

▲ 厳正な式典となりました。

　中組の舩木マサ子さんが1月2日に、

90歳のお誕生日を迎えられ、村から記念品等を

贈呈しました。

　当日は訪問した村長・老人クラブ会長と昔話

や日常生活などに話を弾ませていました。

　これからも健康にご留意され、いつまでも、

お元気で。
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　平成28年12月９日、上野原警察署にて、丹波山
村教育委員会と山梨県警察本部及び上野原警察署
との「丹波山村立学校・警察パートナーシップ協
定」を締結いたしました。
　この協定は、児童生徒を非行や犯罪から守るた
め教育委員会と警察とが綿密な連携を図っていく
ことを目的としています。
　当日は、上野原市、小菅村の各教育委員会が締
結し、上野原警察署管内全体で取り組みを実施し
てまいります。

　丹波山村側の銘板は３年生嶋﨑龍弥さん、甲州市側の
銘板は１年生芦澤優希さんの書が採用されました。

丹波山村教育委員会と
警察との相互連携に

関する協定の締結について

丹波山村教育委員会と
警察との相互連携に

関する協定の締結について

丹
波
山
村
側

 

嶋
﨑
龍
弥
さ
ん
の
書

  

▲ 

◀ 

 

▶ 

▼

　

甲
州
市
側  

芦
澤
優
希
さ
ん
の
書

丹波中学校生徒の書が
「かたなばトンネル」
の銘板に採用されました

丹波中学校生徒の書が
「かたなばトンネル」
の銘板に採用されました

～よい歯でよく食べ楽しく話すために歯周病予防をしましょう～
　歯周病は、糖尿病や心疾患など全身に影響を及ぼす生活習慣病を引き起こします。歯を失う原因
にもなっていて、なんと成人の8割以上が歯周病に罹っていると言われています。
　定期的に歯科医院を受診している人は、全ての病気にかかる年間の医療費が、低い傾向で、生活習
慣病に罹っている人も少ないと言われています。
　歯科診療所では、村民の皆様のお口の健康のために、成人歯周病検診などを行い、あなたの歯と
健康を守っていきます。
　お口に関するお悩み等がございましたら、お気軽にご相談ください。

　『丹波山村歯科診療所』もリニューアルオープンして1年半を迎えようとしています。
　より一層地域の皆様のニーズにあった歯科治療を提供できますようスタッフ一同、
努力と勉強に励みますので、よろしくお願いいたします。

丹波山村歯科診療所
☎８８－０２７２

丹 波 山 村 歯 科 診 療 所 ス タ ッ フ

診 療 時 間

随時、
予約受け付け中

院長　藤下　昌代
受付　芦澤ゆかり　木下　美佐

　　　　曜　　　　日 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前 9 時30分～12時 ● ● ● ● ● 休診

午後 1 時30分から午後 5 時 ● ● ● ● ● 休診（最終受付時間午後 4 時30分）

丹 波 山 村 歯 科 診 療 所 だ よ り丹 波 山 村 歯 科 診 療 所 だ よ り

　健康寿命とは「健康上の問題で日常生活が

制限されることなく生活できる期間」と言わ

れ、自立して元気に暮らせる寿命のことです。

　普段は、健康のありがたさに感謝せず、

なかなか気づけません。「自分だけは大丈夫」

と思い、食べ過ぎ、飲み過ぎ、運動不足の日々

を過ごしがちです。

　規則的な運動を続けることで神経と筋力が

改善されたり、敏捷性や平衡性に良い効果が

あり、転倒事故予防にもつながります。また、

心臓や血管を若々しく保ち、高血圧を予防し、

血圧をコントロールしたり、骨に刺激が加わ

ることで骨が丈夫になります。

　これから春に向かいます。少しずつ体を動

かし、うんどうを習慣化していきましょう。

日　　時　平成29年5月10日（水）
受付時間　午前8時～午前10時まで
会　　場　交流促進センター
＊�胸部レントゲン検診は、例年どおり村内を巡回いたし
ます。
＊�詳細につきましては、配布いたします「お知らせ」で
ご確認ください。

1日人間ドックを例年どおり行います。日時等につきまし
ては、決定次第お知らせいたします。
＊送迎があります。

1日人間ドックを例年どおり行います。日時等については、
お問い合わせください。
＊�送迎は、ありません。自家用車で受診できる方が対象
になります。

特定健診・がん検診のお知らせうんどう習慣化と
健康寿命

山梨県健康管理事業団

JA山梨厚生連健康管理センター

山梨厚生病院
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食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
習
実
施
の
お
知
ら
せ

　
平
成
29
年
度
か
ら
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
食
生
活
改
善
推

進
員
（
食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
養
成
い
た
し
ま
す
。

　
住
民
の
方
々
の
健
康
に
つ
い
て
、
食
を
通
し
て
関
わ
っ
て

行
き
ま
せ
ん
か
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
広
報
と
防
災
無
線
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

～よい歯でよく食べ楽しく話すために歯周病予防をしましょう～
　歯周病は、糖尿病や心疾患など全身に影響を及ぼす生活習慣病を引き起こします。歯を失う原因
にもなっていて、なんと成人の8割以上が歯周病に罹っていると言われています。
　定期的に歯科医院を受診している人は、全ての病気にかかる年間の医療費が、低い傾向で、生活習
慣病に罹っている人も少ないと言われています。
　歯科診療所では、村民の皆様のお口の健康のために、成人歯周病検診などを行い、あなたの歯と
健康を守っていきます。
　お口に関するお悩み等がございましたら、お気軽にご相談ください。

　『丹波山村歯科診療所』もリニューアルオープンして1年半を迎えようとしています。
　より一層地域の皆様のニーズにあった歯科治療を提供できますようスタッフ一同、
努力と勉強に励みますので、よろしくお願いいたします。

丹波山村歯科診療所
☎８８－０２７２

丹 波 山 村 歯 科 診 療 所 ス タ ッ フ

診 療 時 間

随時、
予約受け付け中

院長　藤下　昌代
受付　芦澤ゆかり　木下　美佐

　　　　曜　　　　日 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前 9 時30分～12時 ● ● ● ● ● 休診

午後 1 時30分から午後 5 時 ● ● ● ● ● 休診（最終受付時間午後 4 時30分）

丹 波 山 村 歯 科 診 療 所 だ よ り丹 波 山 村 歯 科 診 療 所 だ よ り

　平成28年12月４日（日）、東京都狛江市において開催さ
れた「第17回多摩川源流芸能フェスティバル」にささら
獅子舞が参加しました。
　多摩川流域の９つの市町村からそれぞれの伝統芸能の
披露が行われ、丹波山村のささら獅子舞はトップバッター
を務め、会場を大いに盛り上げました。

多摩川流域
芸能フェスティバルに

参加しました
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▲ 青柳　裕也 さん

▲ 橋詰　孝一 さん

▲ 廣瀬　太一 さん

▲ 岡部　慶代 さん

▲ 武井　誠也 さん

スケート教室スケート教室
　平成29年１月10日（火）11日（水）の２日間、新潟
県湯沢パークスキー場において「風の子スキー教室」
が開催されました。
　昨年の雪不足が嘘のような積雪量で、今年も児童・
生徒はノビノビとスキーを楽しみました。
　スキーに慣れた中学生が小学生たちにやさしく教えて
あげている様
子を見て、集
団生活の中で
子どもたちが
大きく成長し
ていると感じ
ました。

　平成29年１月19日（木）村営スケート場において、
丹波小学校スケート教室が実施されました。
　少しの転倒にも負けず、様々な技に挑戦したりス
ピードを上げようと一生懸命滑走していました。非常
にたくましい「丹波っ子たち」でした。

平
成
29
年

　平
成
29
年
１
月
２
日
（
月
）、
丹
波
山
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て

成
人
式
が
挙
行
さ
れ
、
今
年
も
山
梨
県
一
早
い
門
出
の
お
祝
い
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
は
５
名
の
み
な
さ
ん
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
ま
し
た
。

　５
名
を
祝
福
す
る
よ
う
な
見
事
な
快
晴
の
下
、
凛
々
し
い
ス
ー
ツ

姿
、
艶
や
か
な
振
袖
姿
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
無

限
大
の
可
能
性
を
秘
め
た
若
者
の
煌
め
き
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　ま
た
、
当
日
は
中
学
校
時
代
の

恩
師
の
先
生
方
が
参
加
を
し
て
く

だ
さ
り
、
成
長
し
た
教
え
子
の
姿

に
感
動
一
塩
の
様
子
で
し
た
。
倉

澤
先
生
（
１
年
の
時
の
担
任
）、

志
村
先
生
（
２
、
３
年
の
時
の
担

任
）
が
参
加
。

風の子風の子
スキー教室スキー教室

▶ 

「
ハ
の
字
」
は
こ
う
や
っ
て
止
ま
る
ん
だ
よ

▲ おっとっと。転ばないぞぉ。 ▲ 先生のアドバイスを真剣に聞いています。▲ みんな2日間お疲れ様でした！

▶ 

素
晴
ら
し
い
晴
天
の
中
の
開
催
で
し
た

▲ 中学校時代の恩師と乾杯

　平成28月12月17日（土）丹波山村保育所において毎年
恒例のクリスマスお楽しみ会が開催されました。
　保育所８人のかわいい歌の発表や、園児みんなが工夫
を凝らした劇、歌やおゆうぎが披露され、会場にいる地
域の皆さんや保護者の方から暖かい拍手や歓声、笑い声
が響いていました。
　最後には、どこかで見覚えのある？？

カロリンサンタさんと
カシートナカイさんか
らのプレゼント。
　園児みんなにとって、
「最高の一日」になりま
した。

４４回目の４４回目のクリスマスお楽しみ会クリスマスお楽しみ会

丹丹

新成人のみなさん、
おめでとうございます。
新成人のみなさん、
おめでとうございます。

波波
山山
村村
成成
人人
式式

▲ 年長さん３人組、決まったぜ！

▲ どちらも、ふたりの息はぴったり

◀ サンタさんと
　 トナカイさん登場～

 「サンタさぁん～」▶

▲ みんな、お歌が上手です。大きな声が出ていますよ！

▲ 絆起くん、
かっこいいぞ！
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▲ 青柳　裕也 さん

▲ 橋詰　孝一 さん

▲ 廣瀬　太一 さん

▲ 岡部　慶代 さん

▲ 武井　誠也 さん

スケート教室スケート教室
　平成29年１月10日（火）11日（水）の２日間、新潟
県湯沢パークスキー場において「風の子スキー教室」
が開催されました。
　昨年の雪不足が嘘のような積雪量で、今年も児童・
生徒はノビノビとスキーを楽しみました。
　スキーに慣れた中学生が小学生たちにやさしく教えて
あげている様
子を見て、集
団生活の中で
子どもたちが
大きく成長し
ていると感じ
ました。

　平成29年１月19日（木）村営スケート場において、
丹波小学校スケート教室が実施されました。
　少しの転倒にも負けず、様々な技に挑戦したりス
ピードを上げようと一生懸命滑走していました。非常
にたくましい「丹波っ子たち」でした。

平
成
29
年

　平
成
29
年
１
月
２
日
（
月
）、
丹
波
山
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て

成
人
式
が
挙
行
さ
れ
、
今
年
も
山
梨
県
一
早
い
門
出
の
お
祝
い
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
は
５
名
の
み
な
さ
ん
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
ま
し
た
。

　５
名
を
祝
福
す
る
よ
う
な
見
事
な
快
晴
の
下
、
凛
々
し
い
ス
ー
ツ

姿
、
艶
や
か
な
振
袖
姿
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
無

限
大
の
可
能
性
を
秘
め
た
若
者
の
煌
め
き
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　ま
た
、
当
日
は
中
学
校
時
代
の

恩
師
の
先
生
方
が
参
加
を
し
て
く

だ
さ
り
、
成
長
し
た
教
え
子
の
姿

に
感
動
一
塩
の
様
子
で
し
た
。
倉

澤
先
生
（
１
年
の
時
の
担
任
）、

志
村
先
生
（
２
、
３
年
の
時
の
担

任
）
が
参
加
。

風の子風の子
スキー教室スキー教室

▶ 

「
ハ
の
字
」
は
こ
う
や
っ
て
止
ま
る
ん
だ
よ

▲ おっとっと。転ばないぞぉ。 ▲ 先生のアドバイスを真剣に聞いています。▲ みんな2日間お疲れ様でした！

▶ 

素
晴
ら
し
い
晴
天
の
中
の
開
催
で
し
た

▲ 中学校時代の恩師と乾杯

　平成28月12月17日（土）丹波山村保育所において毎年
恒例のクリスマスお楽しみ会が開催されました。
　保育所８人のかわいい歌の発表や、園児みんなが工夫
を凝らした劇、歌やおゆうぎが披露され、会場にいる地
域の皆さんや保護者の方から暖かい拍手や歓声、笑い声
が響いていました。
　最後には、どこかで見覚えのある？？

カロリンサンタさんと
カシートナカイさんか
らのプレゼント。
　園児みんなにとって、
「最高の一日」になりま
した。

４４回目の４４回目のクリスマスお楽しみ会クリスマスお楽しみ会

丹丹

新成人のみなさん、
おめでとうございます。
新成人のみなさん、
おめでとうございます。

波波
山山
村村
成成
人人
式式

▲ 年長さん３人組、決まったぜ！

▲ どちらも、ふたりの息はぴったり

◀ サンタさんと
　 トナカイさん登場～

 「サンタさぁん～」▶

▲ みんな、お歌が上手です。大きな声が出ていますよ！

▲ 絆起くん、
かっこいいぞ！
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「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります。「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります。

対象　65歳以上で次のどちらかに該当する方
●介護保険の要支援1または要支援2の認定を受けた方
●基本チェックリスト（＊）で生活機能の低下があると判断された方

サービス内容　●（通所型サービス）デイサービス等での生活支援
　　　　　　　●運動教室等

　主に介護予防のための各種健康教室の開催や健康相談等を行います。
対象　65歳以上のすべての方
サービス内容　●高齢者の居場所づくりを通じた交流促進（いきいきふれあいサロン）
　　　　　　　●各種制度説明会にあわせた健康教室
　　　　　　　●健康相談

　要支援1または要支援2の認定を受けた方が利用している介護予防サービスで「通所介護」が「総合事業」
に移行します。
　村では、現行のサービスを受けている方が、現在と変わらずにサービスを利用できる体制を保持することを
第一に考え、4月から新たにサービスを提供していく予定です。　

（＊）基本チェックリストとは、
　要介護認定を受けなくても必要なサービスを利用できるようにするために、本人の状況を確認する全国
共通の質問票です。
　要介護の原因になりやすい運動器の機能低下や低栄養、もの忘れ、うつ症状等に関する25項目の簡単な
質問に答えることで、生活機能をチェックすることができます。

　要支援認定を受けている方向けの介護予防サービスは、これまで全国一律の内容でしたが、このサー
ビスのうち介護予防訪問介護・介護予防通所介護は、今年4月から村の独自事業である「介護予防・日常
生活支援総合事業（以下、総合事業）」に移行します。現在のサービス内容を継続したまま、より利用さ
れる方のニーズに合った制度とすることで、地域の支え合いの体制づくり推進と要支援者などへの効果
的・効率的な支援を目指します。

介護予防・生活支援サービス事業

一般介護予防事業

なお、平成29年4月以降の申請（含む変更・更新）の方から、順次総合事業に移行となります。
＊詳しくは、お気軽に住民生活課へお問い合わせください。

総合事業には、「介護予防・生活支援サービス事業」と「一般介護予防事業」があります。

介護予防サービスの一部が「総合事業」に移行します。

　現在、要支援１・２の認定を受け、介護保険でデイサービスをご利用中の方は、引き続き今のサービス
を利用することができます。

利用中のサービスはどうなるの？

安心してください 今までどおりサービスが使えます！

平成27年度に改正された介護保険法に基づき、「介護予防・日常生活支援総合事業」を開始します。

平成29年4月から平成29年4月から
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予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
予
約
い
た
だ
く
と
、
混
雑
時

で
も
優
先
的
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
基
礎
年
金
番
号
を
ご
用
意
の
う
え
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。）

▼
大
月
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
☎
0
5
5
4
︲
2
2
︲
7
9
3
9

　
山
梨
県
の
高
齢
者
の
生
涯
学
習
の
場
で

あ
る
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
で
は
、

来
年
度
の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
入
学
案
内
・
募
集
要
項
配
付

　
平
成
29
年
1
月
下
旬
か
ら

　�（
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
や
教
育
事
務

所
な
ど
で
配
付
予
定
）

▼
出
願
受
付

　
平
成
29
年
2
月
1
日
（
水
）
か
ら

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
修
業
年
限

　
2
年
（
1
年
間
で
25
講
座
実
施
）

▼
講
座
日

　�

原
則
と
し
て
火
曜
日
、
南
都
留
教
室
の

み
水
曜
日
（
月
平
均
2
回
）

▼
費
用

　
入
学
後
に
基
本
学
習
費
と
し
て

　
1
6
，
0
0
0
円
を
納
入

▼�

お
問
い
合
わ
せ
は
、
以
下
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

　
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

　（
甲
府
方
面
）

　
☎
0
5
5
︲
2
3
3
︲
6
9
4
7

　（
都
留
方
面
）

　
☎
0
5
5
4
︲
4
5
︲
7
3
3
5

　
申
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
受
付
期
間 

　
平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）
〜

　
4
月
7
日
（
金
） 

▼
第
1
次
試
験
日 

　
平
成
29
年
5
月
14
日
（
日
） 

▼
第
1
次
合
格
者
発
表
日 

　
平
成
29
年
6
月
2
日
（
金
） 

▼
第
2
次
試
験
日 

　
平
成
29
年
6
月
8
日
（
木
）
〜

　
6
月
20
日
（
火
） 

▼
最
終
合
格
者
発
表
日 

　
平
成
29
年
7
月
21
日
（
金
） 

▼
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
試
験
情
報

　
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
（
特
別
） 

　�http://w
w

w.jinji.go.jp/saiyo/siken/
sennm

onnsyoku_kousotsu/kaigaku_
tokubetsu/kaizyou_tokubetu.htm

l 

　
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
毎
年
3
月
1
日
か
ら
8
日
は
「
女
性
の

健
康
週
間
」
で
す
。

　
女
性
の
健
康
週
間
は
、
国
や
市
町
村
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
、
女
性
の
健
康
づ
く
り
を

国
民
運
動
と
し
て
展
開
す
る
も
の
で
す
。

　
女
性
は
、
思
春
期
、
妊
娠
・
出
産
期
、

更
年
期
、
老
年
期
と
生
涯
を
通
じ
て
、
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
動
し
、
そ

の
影
響
で
心
と
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が

生
じ
ま
す
。
健
康
で
明
る
く
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
分
の
体
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
是
非
、

ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
産
業
技
術
短
期
大
学
校
塩
山
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
能
力
開
発
講
座
と
し
て
「
ワ
ー

ド
講
座
」
や
「
ペ
ン
字
講
座
」
な
ど
ビ
ジ

ネ
ス
に
役
立
つ
様
々
な
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼�

そ
の
他
、講
座
内
容
や
料
金
、日
程
等
は
、

産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
0
5
5
3
︲
3
2
︲
5
2
0
2

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
　Inform

ation
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
平
成

29
年
度
の
学
生
募
集
に
つ
い
て

女
性
の
健
康
週
間

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

（
特
別
）
日
程
情
報 

産
業
技
術
短
期
大
学
校
か
ら

お
知
ら
せ

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談

第2回目	 平成28年10月28日（金）
	 テーマ：森の健康診断、木の駅設立について　講師：丹羽健司様
第3回目	 平成28年12月6日（火）
	 テーマ：地産地消の林業再生について　講師：能口修一様
第4回目　平成29年1月20日（金）
	 テーマ：上野村での木質バイオマスを活用した様々な事業について

　研究会で挙がった林業の形態は、丹波山村のような急峻な山々でも始め
られるものであり、なおかつ森林を守るために実際に手を加えていかなく
てはならないと気付かされました。
　今後も丹波山村の森林を守るため、木質バイオマスを活用した取り組み
を実施してまいりたいと思います。

林業研究会
の活動に
ついて
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岡部　杏
あん

菜
な

ちゃん（女）

平成29年1月19日 生まれ
（父：直也さん　母：愛さん）

こんにちは
赤ちゃん
おめでとうございます。すこやかに。
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大月税務署からのお知らせ

申告書にはマイナンバーの記載が必要です！

開設期間 会　場 所　在　地 時　　　間

　　  2 月 16 日（木）～
　　  3 月 31 日（金）
※土、日及び祝日を除きます。

大月税務署
３　階

大月市御太刀2－8－10
大月地方合同庁舎

【受付】午前8時30分から
　　　 (提出は午後5時まで)

【相談】午前9時から午後5時まで

平成28年分確定申告書の提出及び納付期限 
●所得税及び復興特別所得税・贈与税 ⇒ 平成29年3月15日（水）
●個人事業者の消費税及び地方消費税 ⇒ 平成29年3月31日（金）

申告書作成会場 の開設日程

※　振替納税をご利用の方の引落日（なお、贈与税の振替納税・制度はありません。）
　　所得税及び復興特別所得税　　　　　⇒　平成29年4月20日（木）
　　個人事業者の消費税及び地方消費税　⇒　平成29年4月25日（火）

国税に関するマイナンバー制度の最新情報は、国税庁HPで確認できます。

▶問合せ先　大月税務署　〒401-8502  大月市御太刀2－8－10　☎（0554）22-3151（代表）

○　上記期間以外は、税務署の申告書作成会場はありません
のでご了承ください。

○　会場開設初日及び申告書提出期限間際は、大変な混雑が
予想されますのでご了承ください。

○　当署の駐車スペースに限りがございますので極力お車で
の来署はご遠慮ください（駐車の際、お待ちいただく場合
があります。）。

○　税務署内には、コピー機及び公衆電話はありませんので
ご了承ください。

●通知カード
●住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるものに限ります。）

　　　　　  などのうちいずれか１つ

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》 《記載したマイナンバーの持ち主であること
を確認できる書類》

番 号 確 認 書 類番 号 確 認 書 類

本人確認書類本人確認書類
★ マイナンバーカード（個人番号カード）を お持ちの方は★ マイナンバーカード（個人番号カード）を お持ちの方は

★ マイナンバーカード（個人番号カード）を お持ちでない方は★ マイナンバーカード（個人番号カード）を お持ちでない方は

マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
ご自宅等からe-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出は不要です。

●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポ－ト　●身体障害者手帳
●在留カード

　　　　　などのうちいずれか１つ

身 元 確 認 書 類身 元 確 認 書 類

平成28年分から所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の申告書には、
「マイナンバー（個人番号）の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要です。
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2
0
1
7
年

おお
松松
引引
きき

　
平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
１
月
７
日

（
土
）、
丹
波
山
村
の
冬
の
風
物
詩
、
お
松

引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
奥
秋
、
高
尾
、

押
垣
外
地
区
、
午
後
に
は
宿
地

区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
雲
取
山
の
標
高
２

０
１
７
ｍ
と
西
暦
２
０
１
７
年

が
同
じ
「
雲
取
イ
ヤ
ー
」
と
い

う
こ
と
も
あ
り
村
内
外
か
ら
多

く
の
お
客
様
が
訪
れ
、
例
年
以

上
に
賑
や
か
な
お
松
引
き
と
な

り
ま
し
た
。

▲ あともう少しだ！ ▲ ナイスキャッチ！

▲ 大勢の皆様にご参加いただきました。

▲ 今年も元気に鏡開き！

今年も多彩な
おもてなし
今年も多彩な
おもてなし
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